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制作の背景

次世代を担う子どもたちに、地域の食と農を伝えるために
静岡県の魅力ある農業と、その大切さ・課題を、わかりやすく次の世代へ。

01 静岡の豊かな農業

温暖な気候、豊富な水源、海・山・平地
と変化に富む地形。

その恵みを生かして、1,000品目以上の
農畜産物が生産される、全国でも有数の農
業県です。

02 食と農の課題

農業従事者の減少・高齢化、耕作放棄地
の増加。

日本の食料自給率は38％にとどまり、
私たちの食卓は外国からの輸入に大きく頼
っています。

03 テキスト制作の目的

次世代を担う子どもたちに、地域の食と

農の大切さを伝えるために、 県内の教員

で構成する「TOSS静岡」とJAグループが

共同で本テキストを制作しました。



テキストの概要

T A R G E T

対 象 小学校5年生
（学習指導要領に基づき、農業（食料生産）について学ぶ）

S P E C

規 格

A5サイズ（A4二つ折り）
全8ページ／両面カラー印刷

I C T

ICT対応

QRコードから動画・Web情報へ
タブレット端末での学習も可能

C O N T E N T S

内 容

１静岡県の農畜産物（P2～3） ２農業のいろいろな役割（P4～5）

３国消国産って何？（P6～7） ４まとめ（P8）



学習① 静岡県の農畜産物

地図を使って、地域の農業を「自分ごと」に。
自分の住む市町を地図でさがし、静岡県でとれる主な農畜産物となぞり書きで覚えます。

静 岡 の 農 業 の す ご さ

1,000品目以上

学 習 す る 内 容

1 静岡県の地図で、自分が住んでいる市町をさがす

2 みかん・お茶・いちご・わさび等の主な農畜産物を確認

3 産出額ランキング上位をクイズ形式で学ぶ



学習② 農業のいろいろな役割

農業は、食べものをつくるだけではない。
くらしを守る「多面的な役割」を、なぞり書き・線結び・絵さがしを通じて学びます。

1 洪水を防ぐ
田んぼは「あぜ」で雨水をため、
天然のダムになります。

2 土砂くずれを防ぐ
畑や茶畑が斜面を支え、
土を流さずに保ちます。

3 きれいな地下水をつくる
土の微生物が水をきれいにし、
地下水となって川にもどります。

4 生き物のすみかになる
田んぼや畑が川や水路とつながり、
多様な生き物を育みます。

なぞり書き ／ 線結び ／ 絵さがしクイズ で「自分のことば」に



学習③ 国消国産って何？

私たちの国で消費する食べものは、できるだけこの国で生産する
食料自給率の現状を知り、地域の食を選ぶ意義を学びます。

日 本 の 食 料 自 給 率 （ 2 0 2 4 年 度 ）

38%
残りの62％は
外国からの輸入に
頼っています。
※カロリーベース／農林水産省

国消
国産

K O K U S H O - K O K U S A N

国産・地元食材を選ぶ。
未来の食卓を支える。

P7では農家の野菜を直接買える「ファーマーズマーケット」も登場。
国消国産を身近な行動として体験的に学べます。



学習④ 学びのまとめ

地域の農業を、地域の食卓へ。学びを自分のことばに
これまでの学習を振り返り、感想をまとめることで食や農業への理解や共感を深めます。

産 出 額 全 国 ラ ン キ ン グ

静岡県の主な農畜産物（令和6年）

全国 1位 わさび、ガーベラ

全国 2位 みかん、茶、観葉植物、
チンゲンサイ、セルリー、ばら

全国 3位 レタス

全国 4位 いちご、メロン、切り枝

全国 5位 たまねぎ

学習のしめくくり

○学習した感想を自由記入によりまとめます。
○「静岡県のＪＡ」ホームページにも学習した感想
をお寄せください！

©みんなのよい食プロジェクト

笑味ちゃん



教材の特徴・おすすめポイント

なぜ、いま、この教材を活用していただきたいのか
児童の主体的な学びを引き出す、5つの工夫があります。

P O I N T

1
書きながら学べる

なぞり書き・線結び・○付け・自由記入欄
など、児童が直接書き込みながら理解を深
められる紙面構成。

P O I N T

2
楽しく続く工夫

地図・イラスト・クイズ・キャラクターを
多用。視覚的に親しみやすく、児童が自ら
学びを進められます。

P O I N T

3
地域学習に直結

自分の住む市町を起点に学ぶ構成で、地
域の農業を「自分ごと」として考えるき
っかけになります。

P O I N T

4
学習指導要領にしっかり対応

小学5年生社会科「食料生産」の学習に最適。総合学習の副教材としても
活用できます。

P O I N T

5
紙＋ICTのハイブリッド

紙面のQRコードから動画やWeb情報へ。PDFはホームページから取得で
き、タブレットでも学習できます。



授業・学習での活用イメージ

社会科・総合の授業で学習。学校生活のさまざまな場面で
本テキストは、社会科や総合的な学習の時間、探究的な学習の資料として活用できます。

S C E N E  0 1

「社会」の授業で

社

地域の農業や食料生産の学習に。

3～5年生の社会科に取り入れやすい構成。
JA職員や農家の方をゲスト講師として招く活用も考えら
れます。

S C E N E  0 2

「総合」の授業で

総

学ぶ・体験する・発信する。

学ぶ → 体験する → 発信する

テキストで基礎を学び、地元のJAや農家で体験し、調べ
たことを発表する――探究的な学びのきっかけに。

S C E N E  0 3

資料として

資

読みもの・参考資料として。

教師の解説がなくても読める作り。
教室への設置や、探究学習の参考資料としても活用で
きます。

＋ 詳しい活用例は、同封の「静岡県農業教育テキスト活用例」をご覧ください。
具体的な授業の流れ・体験学習の進め方・教室での活用シーンなどを掲載しています。



C L O S I N G  ／ 活 用 の お 願 い

地域の食と農を、
子どもたちの未来へ。

監修：TOSS静岡 ／ 制作：JA静岡中央会・NPO法人子ども未来

JA静岡中央会


